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Abstract: In Japan, since 2011 when Standards for Establishment of Universities 
was amended, many universities have installed new systems rapidly to foster 
their students who seek to achieve social independence, mainly by seeking 
employment. School of Global Studies, Tama University, has offered career 
support actively to its students, and in 2016, its Career Support Committee 
carried out an internal research project by actualising two new programmes. One 
programme is for developing students’ cognitive skills, and the other provides 
students’ peer support. In this paper, there will be a description of the result of the 
internal research and an evaluation of the outcomes towards future career support. 





















養学部や立命館アジア太平洋大学に働きかけて、国際系 5 大学－通称 G5－で連携協定を締
結し、日本の国際化に寄与する姿勢を打ち出した。この G5 の学生は、国際社会での即戦
力として企業から高く評価されている（日本経済新聞電子版 2013 年 12 月 8 日）。 
 上記のような趨勢の中、多摩大学グローバルスタディーズ学部は 2007 年度に「グロー
バルな問題を解決でき、グローバルな舞台で活躍できる人材を育てる」ことを掲げて開設






























































実施した。スケジュールとしては原則として週 1 回とし、初回の授業を 10 月初旬に行い、
15 回目の授業を 2 月初旬に行っている。また、テキストは SPI ノートの会による『これが
本当の SPI3 だ 2018 年度版』を使っており、テキストの項目に沿って行うようにした。
ただし、1 回目は参加必須とし、オリエンテーションを実施したうえで、学生の現状を確























 講座の第 1 回目には 34 人の学生が集まった。初回の授業ではオリエンテーションを行
った後に、テストを行った。言語と非言語に関して 15 回の授業に沿った内容をテストし
たが、結果として言語は 40 点満点中平均点 15.68 点、非言語が 40 点満点中 5.68 点であっ
た。全体としては言語の平均点が大幅に高い結果となった。 
オリエンテーションを終えたのちに、14 回の授業を実施した。受講生は回数を重ねる毎
に減っていき、最終回である 15 回目の出席者は 7 名であった。最後の授業では成果を測
るために、1 回目と全く同じテストを使用した。このときの結果は、言語の平均点が 16.71











































今回の講座全体の出席率は 1 月を過ぎると急激に減っていってしまった。 
このようなことから、今後はスケジュール面での対応策を考えていく必要があろう。1
月は期末テストがあり、2 月になると就職活動に向けて動き始めることから、1 月と 2 月
での実施を避けていくことが現実的な対応策ということになろう。しかし、現状の内容を
























 白井（2010）における 2009 年の調査において、既にピア・サポート活動に取り組んで




既に取り組んでいる 115 校（41.2％）、今後取り組む予定である 18 校（6.5％）であった。 









 白井（2010）は既に導入している大学 144 校に対してピア・サポーターへの報酬の有無
についても問うており、無償が 67 校（46.5％）、無償だが交通費の補助程度は出している
大学が 21 校（14.6％）、有償が 50（34.7％）、無回答が 6 校（4.2％）であった。国公立
大学は 69％が無償であったが、私立大学は有償 38.3％、交通費の補助程度は出している大
学が 16.5％あった。 
 サポーターの活動頻度について、白井（2010）が得た回答は総計 114 となっており、既
に導入している大学 144 校と乖離しているが、サポーター1 人あたりの活動頻度は週 1 回














 2015 年度は男子学生 4 名、女子学生 1 名の計 5 名、2016 年度は男子学生 2 名、女子学

















度は面接対策イベントを 2 回、2016 年度は就職体験談イベントを 3 回開催した。2016 年
度のイベントのテーマは、「準備で決まる内定！」「模擬面接ケア」「就活本番目前対
策」であった。2015 年度の面接対策イベントはのべ 3 名の参加であったが、2016 年度は
のべ 34 名が参加した。ちなみに、2016 年度のキャリアサポーターズの 1 人は、2015 年度
の参加者のうちの 1 名で、早期かつ志望業界への内定を取得してキャリアサポーターズに
加わっており、2015 年度のキャリアサポーターズの情報が 2016 年度に継続する可能性を
生み出した。 
 
3.3 2016 年度の 3 年生参加者アンケート 
 2016 年度のキャリアサポーターズの活動は、学内共同研究の一環として位置づけていた
ので、3 回のイベント終了後に 3 年生参加者へアンケートを実施し、参加者の意識を調査
した。アンケートの設問は大きく 5 問とし、「1．体験談に関して」は 4 段階評価で 5 項
目を、「2．体験談のやり方に関して」は 4 段階評価で 4 項目をそれぞれ問うた。「3．有
意義だった点に関して」「4．今後に向けての要望」「5．感想」については、それぞれ自
由記述とした。 
3 回のイベントの実施日とテーマ、アンケート回答者数は次のとおりである。第 1 回
「準備で決まる内定！」は 2016 年 11 月 24 日に実施し、回答者 19 名であった。第 2 回
「模擬面接ケア」は同年 12 月 8 日に開催し、回答者は 8 名、第 3 回「就活本番目前対
策」は 12 月 19 日に開催し、回答者 7 名であった。 
 
「1．体験談に関して」 
 アンケート結果について、まず、「1．体験談に関して」では、以下の表にある 5 項目を、





  第 1 回 第 2 回 第 3 回 
先輩の体験談は有意義だった 3.89 3.88 4 
先輩の体験談をしっかり聞くことができた 3.84 3.88 4 
就職のやり方がわかった 3.21 3.63 3.86 
就職に関して新しい知識を得ることができた 3.74 4 4 
就職に関しての不安が晴れた 2.74 2.75 3.86 
 
 概して、「就職に関しての不安が晴れた」を除いていずれの項目も 3 ポイント以上と評
価は高く、また第 3 回の評価が全ての項目において最も高い。回数を重ねて参加した学生
がいることを鑑みて各回を比較すると、第 1 回と第 2 回では、「就職のやり方がわかっ
た」「就職に関して新しい知識を得ることができた」の 2 項目で評価が上がり、「就職に
関して新しい知識を得ることができた」については第 3 回でさらに評価が上がっている。







 設問 2 の体験談イベントの運営に関しては、以下の表の 4 項目を、4 段階評価「そう思
う（4 点）」「まあそう思う（3 点）」「あまりそう思わない（2 点）」「そう思わない
（1 点）」で答えてもらった。各項目の平均は以下のとおりである。 
 
  第 1 回 第 2 回 第 3 回 
時間配分は適切であった 3.11 3.5 4 
先輩は丁寧に教えてくれた 4 3.88 4 
教室の雰囲気は適切であった 3.84 3.63 4 
体験談の進行は適切であった 3.47 3.88 4 
 
 「時間配分は適切であった」「体験談の進行は適切であった」の 2 項目は回を重ねるご
とに評価があがっており、運営がより円滑におこなわれたことが示唆される。「先輩は丁








 設問 3 から 5 までは自由記述であるが、「3．有意義だった点に関して」と「5．感想」
では類似の内容が見られるため、本報告ではまとめて検討する。 





































ターズ」制度について検討した。2016 年度は 2 年目の取り組みであったが、前年度より 4
年生のキャリアサポーターズ、3 年生の参加者のどちらも増えた。3 年生参加者に対する
アンケート調査からは、複数回開催することで運営がより円滑になり、参加者は重ねて参
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